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ファイル転送のまと め

システム管理掛 中島重雄

はじめに

パソコンの普及に伴い，使い慣れたエディタやワープロソフト (MIFE Sや一太郎等）でMS-
DOSの形式でデータをフロッピィディスク等に書き，それをセンターのホスト (ACOSや

ワークステーシ aン）のディスクにファイル転送したり，またホストでの計算結果やプログラム等を

フロッピィディスクに落してバソコンで処理をしたいということが多いと思われます。そこで，ファ

イル転送方法についてまとめました。なお， MS-DOSやTSSの基本的な使い方をご存じな方を

対象として説明をおこないます。

（概要］

• ACOSとのファイル転送

センターで配布している端末ソフトによるACOSと端末間のファイル転送方法について，また

センター本館に設置しているファイル転送専用端末についてそれぞれ説明をおこないます。

• ワークステーションとのファイル転送

センターで配布している端末ソフトによるワークステーシロンと端末間のファイル転送方法につ

いて，またワークステーシ aンの周辺機器であるフロッピィディスク装置による操作法についてそ

れぞれ説明をおこないます。

・ホスト間のファイル転送

ACOSとワークステーシ aン間のファイル転送について説明をおこないます。

（配布端末ソフト］

センターで配布している端末ソフトには次のような種類があります。

① ASTER 
② ETG 
③ MI EDIT 
④ ETERM 
⑤ HTERM 
⑥ VTlOO 
⑦ NinjaTerm 

これらのほとんどの端末ソフトは， PC8801シリーズで動作しますが⑦NinjaTermに

ついては，マッキントッシュで動作します。また，⑤HTERMは IBM-PC/AX/PC88XA 
/J3100等でも動作します。ここでは， ACOSの端末ソフトとしてASTERとETG。また，

ワークステーシ a ンの端末ソフトとしてHTERMでのファイル転送方法について説明します。

1. ACOSとのファイル転送

1-1.ASTERによるファイル転送

ASTERのファイル転送は， TSSのピルドモードにした後，端末コマンド(-で始まる

ASTER独自のコマンド）によりおこないます。漢字データは転送できますが，バイナリ型のデ

ータを転送することは出来ません。

（端末から ACOSへ］

まず， TSSのビルドモードにします。次に端末コマンド -DTLOADまたは -LOADによ

り転送をおこないますが転送先はカレントファイルです。正常終了すればパーマネントファイルに

SAVEするのを忘れないで下さい。
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① -DTLOADコマンド

コマンド形式 ： -DTLOADファイル名(MS-DOSのファイル名）

機能 ： 端末の指定ファイルの内容をそのままカレントファイルに転送

（例）

端末のフロッピィ装置番号BのTESTl. JXWをカレントファイルに転送。

•MS-DOS ファイル TESTl. JXWの内容

A>TYPE B: TEST 1. J XW 
茨木市美穂丘 5-1
大阪大学大型計算機センター

システム管理掛

TEL:06 (877) 5111 
A> 

O 端末操作例

SYSTEM ?CARD N 
*-DTLOAD B:TESTl. .JX:W 

画面最下行に“データファイルを端末からセンターヘ”と表示され
TEST!. JXWの内容を表示する。正常に終了すると

“送信を完了しました”となり TSSコマンドの入力待ちとなる。

*LIST 
茨木市美穂丘5-1 
大阪大学大型計算機センター

システム管理掛

TEL:08 (877) 5111 

*SAVE ABC ・・・
DATA WAS SAVED TO FILE ABC 

＊ 

② -LOADコマンド

カレントファイルの内容を確認

パーマネントファイルABCに

セープする

コマンド形式 ： -LOADファイル名(MS-DOSのファイル名）

機能 ： 端末のファイルに行番号を付加してカレントファイルに転送

【ACOSから端末へ］
まず， OLDコマンドにより転送したいファイルをカレントファイルに呼びます。そしてつぎ

にあげるASTERの端末コマンドにより転送をおこないます。漢字データの転送は可能ですが

2バイトの空白を転送すると 1バイトの空白となりますのでご注意ください。

① -DTSAVEコマンド

コマンド形式 ： -DTSAVEファイル名 (MS-DOSのファイル名）

機能 ： カレントファイルの内容をそのまま端末へ転送します。
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（例）

カレントファイルの内容を，フロッビィ装置番号BのTESTl. F77へ転送

*OLD FRT3 
*LIST 
0010 WRITE (6, 6) IRAND, I DIME 
0020 6FORMAT(3X, 16, 18) 
0030 STOP 
0040 END 

＊ごDTSAVE B: TESTl. F77 

“データファイルをセンターから端末へ”と表示され，カレント

ファイルの内容を表示しながら転送する。正常に終了すると，

“送信を完了しました”となり TSSコマンドの入力待ちとなる

＊ 

MS-DOSコマンドで確認

A>TYPE B: ¥TEST1. F77 
0010 WRITE(6, 6) !RAND, !DIME 
0020 6FORMAT (3X, 16, 18) 
0030 STOP 
0040 END 
A> 

② -DTRESAコマンド

-DTSAVEと同じ機能で，既に存在するファイルに上苦きする

③ -SAVEコマンド

コマンド形式 ： -SAVE ファイル名(MS-DOSのファイル名）

機能 ： カレントファイルの内容を端末へ転送する。もし，行番号があれば

削除して転送する。

④ -RESAコマンド

-SAVEと同じ機能で，既に存在するファイルヘ上帯きする場合に使用

[READコマンド設定変更］

従来より配布していましたASTERのファイル転送の設定では，端末から ACOSへの転送時に

はAUTOXコマンドやEDITサプシステムによりおこなっていましたが， READコマンドに設

定変更することで，端末からACOSへ高速に転送することができます。 ACOSから端末への転送

は従来どおりです。また，転送できる最大レコード長が 16 0バイトから 18 0バイトとなります。

既にこの設定方法はASTERの手引に掲載済みですが，ここで再掲載します。また，平成8年 4月

1日より配布していますASTERではREADコマンドによる設定になっていますのでそれをコピ

ーしていただいてもけっこうです。

ASTERの配布フロッビィディスクに INS TALL. EXEがありますのでこれを実行して

ASTERの実行ファイルを作成しなくてはなりません。なお，つぎにあげる設定例はTSSとの接

続属性が$$$CON, TSS,. NJSの場合です。これ以外の接続属性の場合には正しく動作し

ませんので注意してください。
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① INSTALLコマンドの実行

A>INSTALL 

② ASTERの初期画面が表示される。ここでリターンキーを 2度押すことにより次画面のような
コマンドファイル名の読み込みとなる。

インストール・プログラム 第一段階 (Ver.3.13) 

まず，参照するファイル名を入力してください。

含参照するコマンドファイル名 " TSS. COM " 

TSS. COMを入力

③会話環境の設定画面となるので↓ キーを数回押し，次画面にする
④非表示文字の取扱い画面となるのでここでも↓ キーを数回押し，次画面にする

⑤ここで， LOADコマンドの設定変更をおこなう

項目の移動も↓ キーでおこなう

***LOADコマンドの設定＊＊＊

送信文字列
＊開始手続き ： NE闘

受信文字列
：：閲＊

: READ PFT計
：囮

：：柑J.READY

＊転送手続き ： %04d0 :+文字列＋：囮

＊終了手続き ： $$$EOFP, ：：間＊

甜）
• 網掛けはCTRLキーと同時に押すことを示す（例 計： CTRL+Mキー）

• 不必要なスペースを入力しないようにする（例 NE闘 のM以降に

スペースを入力しない）

設定変更を以上のようにした後，↓キーを押し次画面にする

⑥つぎに DTLOADコマンドの設定変更をおこなう

***DTLOADコマンドの設定＊＊＊
送信文字列 受信文字列

＊開始手続き ： MOPT E NI暉 ： ：闘＊
: CR EAT SRCII. : : MJ.CREA TED SRCM;J:t: 
: READ PFT, SRCM : ： MJ.READY 

＊転送手続き ： ：＋文字列＋：即： ： 

＊終了手続き ： $$$EOFD : : 雌＊
: OLD SRCM : : fflJ.:t: 
: REMO SRCM : : 柑J.:t:

⑦ LOAD, DTLOADコマンドの設定変更が終了すれば女ファンクシ a ンキー の設定画面に

なるまで↓ キーを押し続ける
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⑧ファンクシ aンキー 1の設定をつぎのようにする

[ f 1 J : $$$CON, TSS,, NJS 

⑨以上で必要な設定が終了したので，次画面になるまで↓ キーを押し続ける

インストール・プログラム 第三段階 (Ver.3.13) 

インストールの第二段階の作業は以上で終了しました。次に，

新しいコマンドファイルをディスクヘ登録するために，ファイル

名を入力して下さい。なお，登録するファイルは，新しいファイル

でなければなりません。

女登録するコマンドファイル名 "TSS2.COM" 

ここで新しいファイル名を入力

⑩次の画面では女インストール作業を続けるか女プログラムを終了するかの選択があるので
女プログラムを終了するにカーソルを位置付けリターンキーを押す

以上によって新しい ASTERの実行ファイルが作成される

の設定画面とする

［参考：手続きの説明］
DTLOADを例にとって具体的に説明します。

＊開始手続き ： MOPT E NID計 . . . メッセージの ID部が非表示で，英語モードにする

闘* . . . * (ビルドモード）を待ちます
GREAT SRCM ・・・ SRCというテンポラリファイルを作成

囮CREATEDSRCMむ。。。 テンボラリファイルの作成完了を待ちます

READ PFT,SRC札 ••• READコマンドを実行

虹READY • • • R E AD Yメッセージ受信を待ち転送開始

＊転送手続き ：文字列＋閲 ・・・ ファイルを送信

＊終了手続き ： $$$EOFO. ・• • $$$EOFファイル終端記号， i送信完了コード

闘＊ ・・・ ＊（ビルドモード）を待ちます

OLD SRCM ・・ 0 テンボラリファイルをカレントへ

匝＊ ・・・ ＊（ビルドモード）を待ちます

REMO SRCM • • • テンボラリファイル (SRC)をAFTから取り除く
厠* . . . * (ビルドモード）を待ちます。 -DTLOADの終了

(AST ERによるファイル転送時のエラー］

転送時のエラーにはつぎのようなケースが考えられますが，ファイル転送の中止にはまず

ESCキーを押した後リターンキーを押します。これによりピルドモードに戻ります。

•異常な文字列を受信しました
ファイル転送の設定に誤りがあります。よくあるケースとしてスペースが入ってはいけないところ

に入力された場合があります。対処の仕方として，項目の右端までスペースを入力した後， DEL
キーで左端まで移動して改めて入力して下さい。

（例） DTLOADコマンドの設定例

＊開始手続き ： MOPT E N JDfil : ： M:J:* 
この例では， MOPTE NID仰の後から：までの間にスペースが入っている可能性があるため一旦スペー

スを：まで入力し， DELキーで左端まで移動させ改めてMOPTE NIDMを入力します。つぎに↓ キー

で次の項目へ移動させ同じ処理をおこないます。これを全ての項目におこなってください
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•何も応答がなくなる
ACOSから端末へ転送中に起こる場合は，フロー制御の異常が起こった可能性があります。

この場合は， CTRLキーと Qを同時に押せぱ再開されます。

端末から ACOSへ転送時に起こる場合はファイル転送の設定に誤りがある可能性があります。

この場合のよくあるケースとしてスペースが入ってはいけないところに入力された場合があります。

“異常な文字列を受信しました”の対処方法を参考にしてください。

•主記協上にファイル記述子が作成できません

メモリーが足らない場合起こります。 CONFI G. SYSでDEVICE指定が多い時にこのよ

うになる可能性があります。 DEVICE指定をはずして端末を立ち上げなおした後もう一度転送

してください。

。ディスク上にデータプロック領域がありません

フロッピィディスクの空き領域がありません。

1-2. ETGによるファイル転送

ETGは従来より配布していました無手順 ETOS52GOにかわるもので豊富な機能を持ってい

ます。 ETGのファイル転送では，画面指定型とコマンド指定型と呼ばれるものがあります。画面指

定型は，メニュー形式で，一度に最大 10ファイルを指定出来ます。コマンド型は 1行にパラメータ

指定を行うものです。ここでは画面指定型について説明します。

画面指定型のファイル転送をおこなうにはFTRNコマンドを用います。

。FTRNコマンド

TSSと接続し， SYSTEM?またはピルドモードで FTRNコマンドを入力

*FTRN 

これによりつぎのような画面となる
（ファイル転送メニュー画面］

FTRN サプシステム

次のいずれかの機能を選択して下さい

1. p CからACOSへのファイル転送

2. ACOSから PCへのファイル転送

3. 終了

機能□

1または 2の後，送信キー (PF・10)を押す。 8でFTRNの終了。
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（端末から ACOSへ］

① ファイル転送メニュー画面で国を入力

[Pcから ACOSへの連続転送

PCファイル ACOSファイル

DRY FILENAME 

ぶビ］ビ==3I • • • • • • • • 
1 0. 亡コ I I 

匝→ド数

ロニ
:D.!HR闊 ：端末のフロッビィ装置番号 （例） A, B, C, ... (既定値はA)
四→ド数 ：レコード数の表示枠で，何も指定しない

（例） Bドライプ上のTESTlをACOSバーマネントファイルのカタログDATAの下にある

FILEIへ。続いて DATAlをカタログ PROGの下の DATAlへ。 （項目の移動はHTAB
（リターンキー），実行は送信キー (pf•lO キー）によりおこなう）

[Pcから ACOSへの連続転送

PCファイル

DRY FILENAME 
ACOSファイル

四→ド数

ぶ田且月日三．．．  ．．．  
1 0. 亡コ I I 

/DATA/FILE! 
/PROG/DATAl 

転送が終了しメニュー画面に戻すには送信キーを押す

（拡張子の付いたファイル転送］

ファイル転送（バソコンからホストヘの転送）では、ファイル名としてMS-DOSファイルの拡

張子を指定することができません。あらかじめ、つぎの操作により拡張子を指定しておくことにより、

ファイル名と拡張子を結合し転送します。転送開始直前までにあらかじめつぎのような操作をおこな

います。

① SHIFTヤと ESCヤを同時に押すことにより次画面となる

E・ETOS端末（力;-)W・ETOS端末（モ/) T・TTY端末 A・ETOS端末設定 O・TTY端末設定

R・回線設定 N・電話番号設定 X・Iディタ起動 M•MS-DOSJ? ント' H・II-卜.:it・-
D・自動ダイヤリンゲ L・ 自動nゲイン U・l-ティリティ起動 P•II・ラメータ読込 0・終了
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② Aを入力。または， A:ETOS端末設定にカーソルを位置付けリターンキーを押す。

L• 英小文字入力 しない

B・TAB設定 8文字単位
X・拡張子の指定

H・計算機 0S SX-0S 
D・画面表示モ-ド 逐次表示
S・沢卜表示

C・ク万7画面りリ7-
G・ゲラ7モ-ド設定 )-?JI, モ-ド
p.7・ リントモ-卜. 7・ リンタ出力

Q・ このメニューを終了する

③Xを入力。またはカーソルを x・拡張子の指定に位置付けリターンキーを押す

この画面右横に枠が表示されるので拡張子を指定しリターンキーを押す（複数指定可）

（例） ロニ
④ Q• このメニューを終了するにカーソルが移動されるのでリターンキーを押す

以上で拡張子の設定が終了

(ACO Sから端末へ］

メニュー画面で図を入力

[Acosから PCへの連続転送

ACOSファイル PCファイル

DRY FILENAME ALC Ill-ド数

．． 
1

2

 

．
 

:
6
 

ー

コ 口
．．
 

．．
 
ロ口
・・亡コ I I [二］

K該餃 ： PCのファイルを新たに作成する場合はYを，既にある場合はNを指定

廂邪忍数 ：何も指定しない

（例） ACOSのカクログDATAの下にある FILE99をCドライプのABClへ転送

IACOSから PCへの連続転送

ACOSファイル PCファイル

DRY FILENAME ALC t,J-ド数

~: 巴竺竺 コ 口巴□j E9ビ三］
．
 

... o
 

ー ．．
 
［コ ．．
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注） MS-DOSのファイル名には拡張子が使用出来ません

1 -3. ファイル転送専用端末

本館 2階の第 2TSS室にファイル転送専用端末として PC9801を設置しています。 BRA
NCH4680 (I EEE802. 3準拠）により lOMbpsの伝送速度により高速転送が可能

です。ここではACOSへのファイル転送用としてご利用ください。

ファイル転送専用端末メニュー

ファイル転送メニュー

F 1 FTPによるファイル転送

F2 ファイル転送（センター作成）

FS フロッピィディスクの初期化

F4 MS-DOSの終了

(1) FTPによるファイル転送

ARPANET標準ファイル転送プロトコルである FTPによるファイル転送を行います。

① f• 1キーを押す。

つぎのようになりますので下線部を入力ください

A:¥TIMNET> ftp acos 
Copyrigt (C) 1989, ASCII Corporation. 
Portion (c) 1989 Microsoft Corporation. 
acosにコネクト中です。

220- HANDAi TSS(MVX2 RI. l) ON 08/13/90 AT 10:23 CHANNEL 6527. 
220 ENTER USER ID. 
11ゲインネーム (acos:nobody): 利用者番号 (8桁）を入力（例 a61234) 

331 USER ID OKAY; ENTER PASSWORD. パスワードを入力

332 PASSWORD OKAY; ENTER ACCOUNT CODE. 
7カりント：支払い費目を入力（例 A (校費） K (科研）等）
230- SUCCESSFULLY LOGGED-ON, PROCEED. 

6470 BLOCK(S) FILE SPACE AVAILABLE. 
230 ** 8:54:31** TSS WILL SIGN OFF AT 22:00 
ftp> 

②ここで，コマンド put, getにより転送をおこないます。

括節コマンドは英小文字で入力しなくてはなりません

【端末から ACOSへ転送J
コマンド形式 ： put MS-DOSファイル名 ACOSファイル名

（例）

ftp> put b:msfi le.bas /catl/acfile • • • 装置番号BのMSFILE.BASをACOS
200 PORT command okay. のカタログCATlの下のACFILEへ

150 File status okay; about to open data connection. 
llllllllllllllllllllllllllllllllllllllll井井＃＃
226 Transfer complete. 
5674 II・イト 送信しました。転送時間 1 2秒 (4. 5 8 kバイト/s) 
ftp>血
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[ACO Sから端末へ転送］

コマンド形式 ： get ACOSファイル名 MS-DOSファイル名

（例）
ftp>~et /catl/acfi le b:¥dir1¥ 日sfi le 
200 PORT conand okay, 
150 File status okay; about to open data connection. 
1111111111111111 
226 Transfer co日plete.
3452 II・イト受信しました。転送時間 1 0秒 (10. Bkバイト/s) 
ftp>血

［参考］
0 バイナリー転送

転送モードには，アスキーとバイナリーモードがあります。デフォルトはアスキーモードと

なっておりテキストファイルの転送に使用するモードです。バイナリーモードではファイル内

の全てのコードをそのまま転送します。 bi n a r Yコマンドによりバイナリーモードにします。

（例）

ftp> binary ・・・・・・バイナリーモードにする

ftp> put b:tss.co口 tss ・ • • • • ・ 実行形式の tss. comをACOSへ転送

アスキーモードに戻すには aS C i iコマンドでおこないます。

ftp> asci i 
現在のモードをみるのは tY p eコマンドでおこないます。

ftp>」

［主なコマンド］

b Ye f t pの終了

he IP コマンドの一覧表ホ また，そのコマンドの簡単な説明を表示

するにはhelpコマンドの引き数にコマンド名を指定します。

（例） ftp> hel2 2 u t 

p u t 端末から ACOSへ転送

g e t ACOSから端末へ転送

I I s 端末のディレクトリ中のファイル一覧表ホ（シ aート形式）

I d i r 端末のディレクトリ中のファイル一覧表ホ（ロング形式）

（例）ftp > ldir b: CTRL+Sで表示の停止， CTRL+Qで表示再開

I s ACOSのファイル一覧表示

I Cd ローカルホストのカレントディレクトリを変更

（例）ftp> led b:¥dirl 

binary 転送モードをバイナリーにする
asc1.1 . 転送モードをアスキーにする

type 転送モードを表ホする
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(2) ファイル転送（センター作成）

① f。2キーを押す

くくく ファイル転送プログラム ＞＞＞ 
(MS-DOS) 

ファイル転送

フロッビィディスクのフォーマット

TSS 
説明文

MS-DOSのコマンド

機能番号

・・・ 1 
・・・ 2 
• • • 3 
• • • 4 
• • • 5 

機能番号を入力して下さい！？

初期画面

ここで， 1を入力により ACOSとファイル転送を通信速度9600BPSでおこないます。

会話形式で入力出来，転送と同時に内容の画面表示もおこないます。操作法はファイル転送専

用端末に備え付けています。

2. ワークステーシ sンとのファイル転送
センター本館 2階には， SUN-3, EWS4800を設置しています。また豊中データステー

シ g ン（豊中 D• S)ではEWS4800を設置しています。 EWS4800の周辺機器として，

フロッビィディスク装置があり，ここではMS-DOSの読み出し，苦き込みがおこなえます。

なお，端末ソフトによるファイル転送ではHTERMについて説明をおこないます。

ワークステーシ日ンを利用するにはACOSのTSSコマンドで "l爵醒閾聞底”により登録申請

する必要があります。

2-1. EWS4800によるフロッピィディスクの読み習き

EWS4800には 3. 5インチのフロッビィディスク装置が標準装備されています。 5インチ

のフロッピィディスク装置は ccews04 と ccews09(豊中 D• S)に装備されており，

UNIXコマンドにより MS-DOSのファイルが読み苦きできます。まず，いずれかの

EWS4800にログインします。

(MS-DOSファイルの読み出し］

ms readコマンド

コマンド形式 ： m s r e a d d e v i c e f i I・e 
機能 ： MS-DOSファイルを読み出し，標準出力に出力します。なお，コード変換

はおこないません。

device : フロッピィディスクのスペシャルデバイス名を指定します。

（例）

3. 5インチ

/dev/rfd/04 
5インチ

/dev/rfd/24 (ドライプ 1)
/dev/rfd/34 (ドライプ2)

5インチのフロッピィディスクで， MS-DOSのmsfile. datをワークステーシ g ン

のwsfileへ苦き出す。

ccews04 > 日sread/dev/rfd/24 msfi le.dat > wsfi le 
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（参考］

(1)漢字データの変換

漢字データの場合， MS-DOSではシフト JI S表現ですから JI Sヘコード変換する必要が

あります。つぎのコマンドによりおこないます。
S t O jコマンド

コマンド形式 stoj [option] [file] 
機能

option 

f i I eで指定されたファイルをシフト JI Sから JI Sコード表現に変換し

て標準出力に出力します

-I kistr 
漢字イン制御シーケンスを指定します。 16進で指定する場合は一 I X ... 
のようにXを先頭にして 1文字を2桁の 16進数として連続的に指定出来ます。

-0 kostr 
漢字アウト制御シーケンスを指定。記法は一 Iと同じ

（例）

wsfileをJI Sコードに変換して jwsfileに出力

ccews04 > stoJ -I Xlb2442 -0 Xlb284a wsfi le > Jwsfi le 
ここで， 1 bはESC, 24は$, 4 2はB, 2 8は(, 4 aはJ

【MS-DOSファイルヘの書き込み］

mswriteコマンド

コマンド形式 ： mswrite device file 
説明 ： 標準入力を入力としてMS-DOSファイルに苦き込みます。なお，コード変

換はおこないません。

（例）

ワークステーシ aンのファイルwsfileをMS-DOSのファイルmsfile. datlこ
書き込む。 (3. 5インチのフロッピィディスクの場合）

ccews04 > mswrite /dev/rfd/04 msfile.dat < wsfile 

［参考J
(1)漢字データの変換

漢字データの場合， MS-DOSではシフト JI S表現ですからあらかじめ JI Sからシフト

J I Sヘコード変換する必要があります。つぎのコマンドによりおこないます。

j t O S コマンド

コマンド形式 jtos [option] [file] 

機能 f i I eで指定されたファイルを JI Sからシフト JI Sコード表現に変換し

て標準出力に出力します。 op t i o nは S t O jのオプシ aンを参考

（例）

jwsfileをシフト JI Sコードに変換してwsfileに出力

ccews04 > Jtos -I Xlb2442 -0 Xlb284a jwsfi le > wsfi le 

(2)M S -DOSのファイル情報の出力

ms d i rコマンドにより MS-DOSのディレクトリ情報， ファイル情報を標準出力に出力し

ます。

コマンド形式
オプシ a ン

（例）

msdir [option] device [file] 
: -1 ファイル名および更新年月日•時間を出力

-F 1行に複数のファイル名を出力

ccews04 > msdir -I /dev/rfd/24 
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2-2. 端末ソフト HTERMによるファイル転送

HTERMではKERMITによるファイル転送が可能です。ここでは， SUN-3での使用例

を示します。 EWS4800でも KERMITは使えます。

（端末からワークステーシ aンヘの転送）

① kermitコマンドの入力

コマンド形式 ： kermit -r 

（例）

ccsunO 1 > ker口it-r 
Escape back to your local system and give a SEND commnad ..• 

②上のメッセージ表示後， STOPキーを押すと次の画面になる

（画面 1] 

I: 泊i:終淑蹄岳婆をII General I I Communication I I Key bord I I Printer I [fil口
I File Xfer I l]Q[J I On line I I Clear Display I I Clear Comm I I Reset Terminal I 
I Redial I I Manual I I Save Set-up I I Exit Set-up I I Exit hterm I 

③ File Xferにカーゾルを位置付け（→ ↓ キーで）， リターンキーを押すと次の画面になる

（画面 2】

憐磁簸絃淡§我漁浪をII To Di rectory I [亨 I Fi le up load off I I togging off I 
I XMODEM Receive I I XMODEM Send I I Change Directory I 
I Kermit Receive I I Kermit Send I I Kermit Get I I Kermit Finish 

④ kermit sendにカーソルを位置付けリターンキーを押す

⑤ファイル名を入力

最下行に， Sendfile name: How blue days I 
と初期設定ファイル名が表示されているので， CTRL+UキーによりHowblue days! を消去し転

送したいファイル名を指定しリターンキーを押す。

（例） Send file name : b:abc. dat ・ ・ ・ ・ 端末の装置番号BのABC. DAT 

⑥転送が開始され画面表示の Statusが Sendingから SendDoneとなれば転送が正常終了である

hterm kermit 
Fi le name 
Protoco I 

Status 
Error message : 

abc.dat 
Kermit 

Send Done 

⑦ STOPキーを押せばワークステーションに戻る

大阪大学大型計算機センターニュース -109- Vol. 21 No. 1 1991-5 



⑧ワークステーシロン側では同じファイル名で作成される

ccsunOl > 111ore abc. dat ・・・・ ファイル内容の確認

【参考］
(1) ファイル名の変更

転送のさい，ワークステーシ aン側のファイル名を変更したければ，①でつぎのようにおこない

ます。

ccsunOl > kermit -k > dirl/xyz ・・・・ ディレクトリ di r 1の下の XYZに転送

(2)漢字コードの変更

漢字データの場合， MS-DOSではシフト JI Sコードですが， kermitではコード変換

しないためワークステーション側で JI Sコードに変換する必要があります。 nk fコマンドによ

りコード変換がおこなえます。

（例）

ccsunOl > nkf abc.dat > jabc.dat ・・... • abc.dat 転送したシフト JISファイル

jabc.dat J I Sファイル

n k fコマンドの詳細はman nkfでご覧ください

(3)バイナリーファイル転送

kermitのオプシ aンで一 iを指定します。操作法は同じです。

（例）

MS-DOSの実行形式ファイルTSS. COMを転送

ccsunOl > kermit -ir 

(4)転送速度の変更

ワークステーシ aンヘの転送時バケット長はデフォルトで 90のため転送に時間がかかります。

このパケット長を変更するには一 eオプションの後に指定します。

（例）

ccsunOI > ker田it-r -e 1020 • ・ ・ • ・ ・ • パケット長を 1020バイトにする

【ワークステーションから端末への転送］

① kermi tコマンドの入力

コマンド形式 ： kermit -s files(ワークステーシ aンのファイル名）

（例）

ccsunOl > kermit -s sh~o.tex 
Escape back to your local system and give a RECEIVE command ... 

② COPYキーを押す

画面 1となる（端末からワークステーションヘの転送を参照）

③ File Xferにカーソルを位置付け， 1)ターンキーを押す

画面2となる（端末からワークステーシ a ンヘの転送を参照）

④ kermit receiveにカーソルを位置付け）)ターンキーを押す

⑤転送が開始されるとStatusがReceivingになり，正常終了すれば ReceiveDoneになる。

⑥ STOPキーを押せばワークステーシ aンに戻る

ワークステーシ aンと同じファイル名で端末に作成される。
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【参考］
(1)端末側のドライプ番号やファイル名を変更したい場合はつぎのようにおこなう。

ccsunO 1 > ker置it-s abc -a b:xp ワークステーシ aンのファイル abCを端末の

装置番号BのXYZに転送

(2)漢字コードの変更

漢字データを端末に転送する場合， MS-DOSではシフト JI Sですからあらかじめ JI S 

コードからシフト JI Sにコード変換しなくてはなりません。

（例）

ccsunOl > nkf -s test 1. tex > testl.shJ • • •• ・ ・testl. tex J I Sファイル

testl. shj シフト JI Sファイル

(3)バイナリーファイル転送

kermitのオプシ aンで一 iを指定します。

（例）
ccsunOl > kermit -is abc 

3. ホスト間のファイル転送

ACOSとワークステーシ a ン間または，ワークステーシロン同士のファイル転送をおこなうも

のです。ワークステーションを利用するためにあらかじめACOSのTSSで“腿籾劉国Bi"コマ

ンドにより登録申請をおこなう必要があります。

3-1. ACOSでの使用法

ACOSのTSSに接続し， SYSTEM?または，ビルドモードで FTPコマンドを入力します。

これにより ACOSとワークステーシ日ン間のファイル転送をおこないます。なお，英小文字が使

える端末であれば利用可能です。

① FTPコマンド

コマンド形式 ： f t p ホスト名 (ccewsOl-ccews04, ccews08-ccews 10, ccsunO I -ccsun04 

のいずれかのホスト名を指定）

（例）

:t:ftp ccewsOl ・ • • • • ・c c e w s O 1と接続

connected to CCE『SOI.

220 ccewsOI FTP server (Version 4.143 ••... JST 1990) ready. 
(userna111e): 

②登録番号とパスワードの入力

注）以降の入力はすべて英小文字で入力しなくてはならない

(username): a61234a ・・・・・・登録番号7桁

331 Password required for a61234a. 
(password): 

xxxxxxxxxxxxxxx . ・・・・・ワークステーションのパスワードの入力

230 User a61234a logged in. 
ftp> 

③以上で接続が完了したので，つぎにあげるファイル転送コマンドを入力する

[AC OSのファイルをワークステーションヘ］

コマンド形式 ： p u t ローカルファイル ［リモートファイル］

リモートファイルを省略するとローカルファイルと同じ名前になる
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（例）

ftp> put acfilel wsfilel ...... acfilel:ACOSのファイル名

wsfi !el: ワークステーシ aンのファイル名

20.0 PORT command successful. 
150 Opening data connection for wsfi lel(192.9 .....) 
Transfer complete. 
2029 bytes send in xxx seconds(xx.x bytes/s) 
ftp >_Q廷 .. ・・・・ FTPの終了

221 Goodbye. 
＊ 

（ワークステーシ日ンのファイルをACOSへ）

コマンド形式 ： g e t リモートファイル ［ローカルファイル］
ローカルファイル名を省略した場合リモートファイルと同じ名前になる

（例）

ftp>~et wsfilel acfilel •••·•· wsfilel: ワークステーシ nンのファイル
acfilel:ACOSのファイル（ファイルが存在しなければ

自動的に作成する）

200 PORT com田andsuccesfu I. 
150 Opening data connection for wsfilel(l92.9 .....) 
data transfer complete. 
ftp>早 ••••• ftpの終了

＊ 

3-2. ワークステーシロンでの使用法
端末ソフト HTERM等によりワークステーシロンにログインするか直接ワークステーシ＂ン

(SUN-3や EWS4800)・にログインした後， f t pコマンドを入力します。

① f t pコマンド

コマンド形式 ： f t p ホスト名 (acos,ccews01-ccews04,ccews08-ccewsl0,ccsun01-ccsun04
のいずれかのホスト名を指定）

（例）

ccewsOl > ftp acos ・ ・ ・ • ・AC OSと接続

Connected to acos. 
220-HANDAI TSS(MYX2 R2.1) ON 03/07/91 AT 11: 12:20 CHANNEL 6563. 
220 ENT ER US ER ID. 

②利用者番号 6桁， ACOSのパスワード，支払費目をそれぞれ入力

Name (acos:a61234a): a61234・ ・・・・• 利用者番号 6桁を入力
331 USER ID OKEY; ENTER PASSWORD. 
Password: ・・・・・ACOSのバスワードを入力
332 PASS『ORDOKAY; ENTER ACCOUNT CODE. 
Account:_!! ・・・・・支払い費目を入力

230-SUCCESSFULLY LOGGED-ON. PROCEED. 
ftp> 

③上のように接続されればつぎのファイル転送コマンドを入力
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［ワークステーシロンのファイルをACOSへ］

コマンド形式 ： p u t ローカルファイル ［リモートファイル］

リモートファイルを省略するとローカルファイルと同じ名前になります

（例）
ftp> put wsfilel /catal/acfilel ・・・・・・ wsfilel: ワークステーションのファイル

/catal/acfi lei: AC OSのカタログCATAl
の下のファイルヘ

【ACOSのファイルをワークステーションヘ］

コマンド形式 ： g e t リモートファイル ［ローカルファイル］

ローカルファイル名を省略した場合リモートファイルと同じ名前になります

（例）
ftp>~et acfilel wsfilel ...... wsfilel: ワークステーションのファイル

acfilel:ACOSのファイル

④ f t pの終了には bY eを入力

ftp>竿 ・・・・・ ftpの終了

ccewsOl > 

3-3. ftpのヘルプ機能

コマンド形式 ： he I P [コマンド］

機能 ： 指定コマンドの意味を表示。コマンド指定がない時はコマンドの一覧表示を

する

（例）
ftp> help mkdir 
mkdir 口akedirectory on the remote machine 

4. 参考
【転送時間］

テストファイルは， 2000行68500バイトです。 ASTER, ETG, HTERM では

PC9801VXを使用し，回線速度は 9600BPSです。テストした時間帯によっても多少の

誤差があると思われます。

転送方法

ASTER 
ETG 
HTERM 

EWS4800 
ファイル転送専用端末

（参考資料）

•ASTER利用の手引

•ETG 
•HTERM 

• ファイル転送専用端末

•EWS4800 

大阪大学大型計算機センターニュース

端末→ホスト ホスト→端末

1分45秒 1分35秒

1分40秒 1分30秒

1分 35秒 1分 25秒

1 3秒 1 5秒

1 4秒 1 3秒

TSSコマンド "$TEBIKI"によりセンターの日本語プリ

ンタに出力します。

配布していますフロッピィの中に README. J XWがあります

配布していますフロッピィの中に JMANUAL. DOCがあり

ます。

端末に備え付けています。

EWS-UX/V コマンド利用者の手引 (E『V51-4) 
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